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（ 出典 : けが及び安心安全に関する実態調査 アンケート）

就学前児童、小学生の約４割がけがにより医療機関を受診している

（図表A ： 過去１年間における医療機関を受診したけがの経験）
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小学生
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（就学前児童がいる世帯 n=96）

2011年 2020年

経験あり

37.6%

経験なし

62.4%

（小学生がいる世帯 n=115） （小学生がいる世帯 n=108）

（就学前児童がいる世帯 n=101）

6.2％減少

3.6％減少
経験あり

40.7%
経験なし

59.3%

経験あり

43.8%
経験なし

56.2%

経験あり

44.3%
経験なし

55.7%

対策委員会設置の背景①
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全国・大阪府と比べて児童虐待相談件数が多い傾向にある

（図表B： 人口10万人あたりの児童虐待相談件数）

（ 出典 :  厚生労働省・大阪府・松原市福祉行政報告例 ）
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・松原市は全国・大阪府と比べて
児童虐待相談件数が多い傾向にある
（図表B）

子どもの安全対策委員会の設置
4

子どもの安全対策の必要性

・就学前児童、小学生の約４割がけが
により医療機関を受診している
（図表A）
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子どもの安全対策委員会の構成

区分 団体・組織名 委員数

住民組織等

一般社団法人松原青年会議所 2名

松原市青少年指導員協議会 2名

松原市こども会育成連絡協議会 2名

松原市民生委員児童委員協議会 １名

松原市ＰＴＡ協議会 2名

松原市更生保護女性会 2名

特定非営利活動法人 犬と人の福祉活動団体
Wan-One link（ＮＥＷ）

1名

教育保育組織

松原市校長会 １名

松原市立保育所長会 １名

松原市立幼稚園長会 １名

行政機関

松原警察署 １名

大阪府富田林子ども家庭センター １名

大阪府富田林少年サポートセンター １名

松原市職員 ９名



就学前児童のけがは自宅内が多い
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（図表１： 就学前児童の受傷場所別件数） （出典：救急搬送データ）
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データに基づく客観的課題①－１

β2018年～2022年の平均



就学前児童のけがは転倒・転落によるものが多い

（図表２： 就学前児童の自宅での受傷要因）
（出典：救急搬送データ）
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データに基づく客観的課題①－２

β2018～2022の平均値（n=219）

転倒

32%
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30%

14%
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刃物等で切り

その他



自宅内での事故予防がまだ不十分
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（ 出典 けが及び安全安心に関する実態調査 アンケート）

（図表３ ：就学前児童の自宅内での事故予防対策）
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1.1%

3.2%

10.7%

33.7%
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37.4%
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子ども家庭センター（児童相談所）に相談・連絡した

警察に相談・連絡した

民生委員・児童委員などに相談・連絡した
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（図表４：虐待を見聞きした際の対応） （出典：次世代育成支援に関するニーズ等調査）

虐待を見聞きした際に特に何もしなかった人が37％もいる
公的な相談機関に相談(連絡)する人はわずかである

データに基づく客観的課題③

（n=187）

（n=170）

（11）

（22）

(70)

（51）

複数回答あり

（ ）実数
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（図表５：子育てに関する意識調査）

子育てをつらいと感じることがある人が約30％いる
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（出典：2020年 けが及び安全安心
に関する実態調査アンケート）

（n=247）

データに基づく客観的課題④－１

（出典：2017年 けが及び安全安心
に関する実態調査アンケート）
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子育て情報を入手しにくいと感じる人は約３0％に増加している

（図表６：子育て情報の入手状況）

11

入手

しやすい

10.1%

入手

しにくい

13.8%

どちらともいえない

23.1%

不明

5.2%
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（出典：2020年 けが及び安全安心
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（出典：2017年 けが及び安全安心
に関する実態調査アンケート）
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（図表７： 小学生の受傷場所）
（出典：救急搬送データ）
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学校の安全対策を取り組んでいたが、
ＩＳＳの全校展開に伴い、課題整理を検討

再認証時から整理した課題について
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ＩＳＳ活動の様子

ISSとは

（体および心の）ケガ及びその原因となる事故、いじめ、暴力を予防する
ことによって、安全で健やかな学校づくりを進める活動。

校内安全マップの作成
校内の右側歩行を
徹底するための廊下整備

再認証時から整理した課題について

など・・・

朝のあいさつ運動



松原市内 全小中学校ＩＳＳ認証！！

世界初‼

学校の安全対策は引き続き各小中学校と連携

各学校での安心・安全な学校づくりが認められ

14

市内全小中学校
ＩＳＳ認証取得
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救急搬送データではわからない
就学前児童のケガの受傷状況を
調べるためには？？

けがのきろく

収集したデータを分析し、課題を抽出

NEW

２０２０年５月より稼働

救急搬送データに至らない就学前児童のケガの受傷状況

阪南大学の准教授と協働で作成

「けがのきろく」から見えてきた課題
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「けがのきろく」から見えてきた課題

自宅内だけでなく、保育所、幼稚園内においても「転倒」が多い。

課題①の「就学前児童は自宅内の転倒・転落が多い」の見直し

54%
20%

14%

12%
転
倒
・
転
落

その他

対物

対人

（出典：松原市「けがのきろく」）

（図表８：保育所・幼稚園内に

おける受傷要因割合）

（n=1807）

NEW



【課題①】
就学前児童は自宅内での
転倒・転落によるけがが
多いが、十分な安全対策を
している家庭は少ない。

【課題②】
小学生は学校での接触や
転倒・転落によるけがが
多い。

【課題③】
虐待を見たり聞いたりして
も、関係機関等に相談する人
は少なく、家族や近隣知人か
らの相談も比較的少ない。
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【課題④】
子育ての負担感は大きく、
子育て支援サービスの情報
を入手しやすいと感じる人
は約40％。

重点課題の整理

【 2018年（再認証）】 【 2023年】

図表１
図表２
図表３

図表７
図表８

※松原市内全小中学校
ＩＳＳ認証

図表４

図表５
図表６

学校の安全対策はＩＳＳに
移行。引き続き各小中学校
と連携。

【課題②】
虐待を見たり聞いたりして
も、関係機関等に相談する人
は少なく、家族や近隣知人か
らの相談も比較的少ない。

【課題①】
就学前児童は転倒・転落に
よるけがが多いが、十分な
安全対策ができていない。

※新たな対策を追加

【課題③】
子育ての負担感は大きく、

子育て情報を入手しにく
いと感じる人は約30 ％に
増加している。



課題①
就学前児童は転倒・転落による
けがが多いが、十分な安全対策が
できていない。

課題②
虐待を見たり聞いたりしても、
関係機関等に相談する人は
少なく、家族や近隣知人からの
相談も比較的少ない。

取組①

・自宅内の事故予防啓発
・身体機能の向上

取組③

・相談機関の周知
・子育て情報の発信
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課題③
子育ての負担感は大きく、子育て
情報を入手しにくいと感じる人
は約３0％に増加している。

重点課題に対する取り組み

方向性➀
就学前児童のけが予防
に対する意識向上

方向性②
相談機関の認識度の
向上と子育て情報の
発信強化

課 題 方向性 取り組み

取組②
・ＫＹＴ
( 危険予知トレーニング)

NEW



課題
対策

方向性 国・府レベル 市レベル 地域レベル

(課題①)

就学前児童は転
倒・転落による
けがが多いが、
十分な安全対策
ができていな
い。

教育
啓発

・インストラクターに
よる体操の実施

環境
整備

・子どもの事故防止
ハンドブック

・子ども安全メール、
SNS

施設におけるけが予防
対策

規制
罰則

・子どもを事故から
守る！プロジェクト
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対策委員会の取り組み①②
・自宅内の事故予防啓発
・身体機能の向上
・KYT（危険予知トレーニング）

課題①に対するレベル別の対策
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課題
対策

方向性 国・府レベル 市レベル 地域レベル

(課題②)

虐待を見たり聞
いたりしても、
関係機関等に相
談する人は少な
く、家族や近隣
知人からの相談
も比較的少ない。

教育
啓発

・虐待防止ポスター
虐待防止パンフレッ
ト作成

・新子育て支援交付金 ・子育てネット情報
配信Ⓐ

・講演会の開催
・BPプログラム
・松原市子育てすくすく
ポイントカードⒷ

環境
整備

・児童相談所 ・家庭児童相談室
・子育て支援センター
・子育てネットの構築

規制
罰則

・児童虐待防止法
・大阪府子どもを虐待
から守る条例

・児童虐待防止法
・松原市要保護児童対策
地域協議会規則

対策委員会の取り組み③
・相談機関の周知

課題②に対するレベル別の対策



課題
対策

方向性 国・府レベル 市レベル 地域レベル

(課題③)

子育ての負担感は
大きく、子育て情
報を入手しにく
いと感じる人は
約３0％に増加し
ている。

教育
啓発

・新子育て支援
交付金

・子育てネット情報
配信Ⓐ

・母子手帳アプリ
・BPプログラム
・松原市子育てすくすく
ポイントカードⒷ

環境
整備

・子育て支援センター
・子育てネットの構築

規制
罰則
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対策委員会の取り組み③
・子育て情報の発信

課題③に対するレベル別の対策
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（件） (出典：子ども未来室)

既存の取り組み①

コロナ禍における

「おうちでできる遊び」

などの情報も掲載

まつばら子育てネットによる情報発信Ⓐ

（図表９：まつばら子育てネット利用件数）

独自の事業
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※2020年度・2021年度新型コロナウイルスの影響により、来所組数減少

既存の取り組み②

松原市子育てすくすくポイントカードⒷ

32,285

36,887

31,972

13,779
15,074

25,296

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

２０２２年度末現在

４，９２９枚

すくすくポイントカード発行数

(出典：子ども未来室)

コロナ禍

（図表１０：子育て支援センター 来所組数）

（件）

独自の事業
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アンケートの結果を健診会場に掲示

健診時の待ち時間を活用して啓発

ヒヤリはっとアンケートの実施

取り組み①-1 自宅内の事故予防啓発
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2018年より
あんあんカレンダー配布 約 1８,000部 配布

2021年度から あんあんリーフレット作成

β災害時の安全対策員会とコラボ

自宅内の事故予防の周知

配布する世帯を
増やすため…

NEW

取り組み①-1 自宅内の事故予防啓発
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自宅内でのけがの予防
アイデアの募集

β高齢者の安全対策委員会とコラボ

自宅内の事故予防の周知

自分たちで考える
ことで事故予防の
意識を高める

NEW

取り組み①-１ 自宅内の事故予防啓発



実績 計画

2018 2019 2020 2021 2022 2023～

ヒヤリはっと
アンケート実施人数

628名 625名 700名 682名 584名 600名

あんあんカレンダー
配布数

584枚 400枚

あんあんリーフレット
配布数

- - -
15,000枚

3,000枚 3,000枚

対策委員会の関わり ・あんあんリーフレットの作成・配布

27

実績・計画

リーフレットに変更

取り組み①-1 自宅内の事故予防啓発

全世帯
に周知
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◆意識・知識（ 短期指標 ） 2018 2019 2020 2021 2022

自宅内での安全対策に関する認知度
96.7％

(n=628)
98.0%

(n=613)
98.8%

(n=686)
99.4%

(n=670)
98.5％

(n=584)

◆態度・行動（中期指標） 2014 2017 2020

自宅内での安全対策に関する実践度
29.0%
（n=62）

24.4％
（n=86）

24.8%
(n=101)

2014 2017 2020

自宅内での事故件数受傷割合
※市民アンケートより

15件
24.6%

36件
35.3％

39件
34.5%

※12項目中6項目以上実践している世帯の割合

◆状況（ 長期指標 ） 2018 2019 2020 2021 2022

自宅内での事故件数と受傷割合
56件
1.1%

55件
1.1%

39件
0.8%

42件
0.9%

61件
1.3%

指標に基づく測定結果

（出典：ヒヤリはっとアンケート）

（出典：救急搬送データ）

（出典：けが及び安全安心に関する実態調査）

（出典：けが及び安全安心に関する実態調査）

取り組み①-1 自宅内の事故予防啓発
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（図表11 ：公立幼稚園におけるけがによる病院受診件数）

身体機能を上げて
けがを予防！

体操教室の様子

2012年から公立幼稚園で体操教室を実施

取り組み①-2 身体機能の向上

（出典：子ども未来室）

独自の事業



実績 計画

2018 2019 2020 2021 2022 2023～

体操教室
実施箇所

5箇所 5箇所 5箇所 3箇所 ３箇所 ３箇所

体操教室
実施回数

24回 22回 11回 13回 18回 18回

対策委員会の
関わり

・けがのデータ収集、実施方法の検討

30

実績・計画

取り組み①-2 身体機能の向上

※2020年度と2021年度は新型コロナウイルスの影響により、実施回数減少

※
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◆意識・知識（ 短期指標 ）
◆態度・行動（ 中期指標 ）

2018 2019 2020 2021 2022

体支持持続（平均値） 40.9秒 37.6秒 54.7秒 37.4秒 37.6秒

長座体前屈（平均値） 22.0㎝ 22.1㎝ 22.9cm 19.9cm 21.1cm

たち幅跳び（平均値） 83.8㎝ 76.2㎝ 80.9cm 77.3cm 82.8cm

◆状況（ 長期指標 ） 2018 2019 2020 2021 2022

園内での病院受診を必要と
するけがの発生件数

5件
1.6%

6件
2.3%

6件
2.3%

6件
1.9%

２件
0.8%

指標に基づく測定結果
（出典：子ども未来室）

（出典：子ども未来室）

取り組み①-2 身体機能の向上

※2021年度は新型コロナウイルスの影響により、体操教室の実施回数の減少、
外出する機会の減少が運動能力の低下に繋がっている。



取り組み② ＫＹＴ（危険予知トレーニング）
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これまで

危険要因に対して大人が対応していた

研修の様子：新型コロナウイルス感染症対策としてYoutubeにて配信

ＫＹＴの導入に向け研修会を実施

取り組み②KYT（危険予知トレーニング）

これから、自宅内や自宅外においても、

子ども自身が危険から身を守る行動が必要

ＫＹＴ（危険予知トレーニング）の活用 NEW

ＫＹＴ（危険予知トレーニング）



取り組み② ＫＹＴ（危険予知トレーニング）
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園内の写真やイラストを見てもらう

四つ葉幼稚園でＫＹＴを実施

取り組み②KYT（危険予知トレーニング）

その中から危険箇所を探してもらう

ＫＹＴ（危険予知トレーニング）の活用 NEW

子ども自身に普段の生活に
活かしてもらう

ὕ ἧ



実績 計画

2020 2021 2022 2023

KYT
実施回数

実施検討

１回
対策委員向け

に
研修会を実施
(Youtubeにて

配信)

1回 ３回

KYT
実施箇所

1箇所
3箇所

幼稚園・保育所
支援センター等

対策委員会の
関わり

・実施方法や実施場所について検討
・KYT（危険予知トレーニング）の補助

34

実績と計画

取り組み② ＫＹＴ（危険予知トレーニング）

β2021年度は新型コロナウイルスの影響により、研修会をYoutubeにて配信
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児童手当に関する案内送付時等に、約１８，０００部を送付

・子育て情報の発信

・児童虐待に関する相談先の周知

取り組み③ 相談機関の周知・子育て情報の発信

あんあんリーフレットでの相談機関・子育て情報の啓発

あんあんリーフレットの役割

自宅内の事故予防の周知のほかに・・・

・子育て応援メールの周知

など
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まつばら市民まつりでの啓発活動を実施

啓発物品を配布している様子

対策委員から支援をいただき
対策委員会で啓発物品を作成
することに・・・

2019年
ウェットティッシュ

2018年
うちわ

取り組み③ 相談機関の周知・子育て情報の発信
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コロナ禍における啓発活動

対策委員会で何らかの形で
実施できる方法を検討

非接触による啓発活動を実施

・市民まつりでの啓発活動
・市内スーパー前の啓発物配布

コロナの影響で中止

啓発パネル・のぼりを
持ち啓発活動

取り組み③ 相談機関の周知・子育て情報の発信
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市内商業施設での啓発活動の様子

２０２２年度実施時

４００枚配布

相談機関の窓口を掲載した
クリアファイルを配布

虐待防止月間における相談機関窓口の周知

取り組み③ 相談機関の周知・子育て情報の発信
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実績 計画

2018 2019 2020 2021 2022 2023～

啓発物品
配布数

1,000枚
(うちわ)

1,500枚
(ウェット
ティッシュ)

‐ -
1,500枚
(ウェット
ティッシュ)

1,000枚
(うちわ)

啓発クリア
ファイル
配布数

400部 660部 440部 - 400部 400部

対策委員会
の関わり

●啓発物品の検討・作成
●啓発物品の配布

実績・計画

※2020年・2021 年は新型コロナウイルスの影響により、啓発物品の配布ができず。

取り組み③ 相談機関の周知・子育て情報の発信
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◆態度・行動（ 中期指標 ） 2018 2019 2020 2021 2022

虐待相談対応件数 593件 631件 628件 553件 454件

◆状況（ 長期指標 ） 2018 2019 2020 2021 2022

児童虐待に関する重篤な
ケースの発生件数

54件 49件 17件 13件 7件

（出典：2013年 2018年次世代育成支援に関するニーズ等調査）

（出典：松原市福祉行政報告例）

（出典：松原市福祉行政報告例）

（出典：2016年 松原市政世論調査）

◆意識・知識（ 短期指標 ） 2013 2016 2018

児童虐待の正しい理解と
通報先等の認識度

14.7%
(n=272)

17.6%
(n=102)

21.1%
(n=308)

児童虐待防止啓発の指標に基づく測定結果

取り組み③ 相談機関の周知・子育て情報の発信
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◆意識・知識（ 短期指標 ）
◆態度・行動（ 中期指標 ） 2014 2017 2020

子育て支援への満足度
37.6%
(n=157)

43.7%
（n=229）

41.7％
（n=247）

◆状況（ 長期指標 ） 2013β 2017 2020

子育てに関する不安感
28.4%

(n=1,363)
33.6%

（n=229）

27.9%
(n=247)

※次世代育成支援に
関するニーズ等調査

（出典：けが及び安全安心に関する実態調査）

（出典：けが及び安全安心に関する実態調査）

子育て情報の発信の指標に基づく測定結果

取り組み③ 相談機関の周知・子育て情報の発信
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・虐待相談対応件数 （出典：松原市福祉行政報告例）

再認証まで
【2013年～2017年】

2,058件（累計）

再認証取得後から
【2018年～2022年】

2,859件（累計）
３８．９％増加

再認証後の成果

相談機関・子育て情報の啓発により・・

あんあんリーフレットの配布
市民まつり・虐待防止月間の周知



学校の安全対策ṕ Ṗ
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É SC活動との連携・協力
É地域・家庭・学校・行政が連携
É子どもたちの主体的な取り組み
É安心・安全な学校・校区づくりを推進

インターナショナルセーフスクール（ISS ）

子どもたちの活動はコロナ禍において制限されながらも…

2022 年1月
世界初 市内全小中学校で認証を取得！

再認証後の成果

今後も継続

体と心のけが及びその原因となる
事故、いじめ、暴力の予防



現在の課題
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②就学前児童のケガが多い

→ＫＹＴ（危険予知トレーニング）の実施

③子育て情報を入手しにくいと感じている人が多い
→あんあんリーフレットの周知啓発
児童虐待防止の相談機関周知に伴う啓発活動の実施

①救急搬送データ等に挙がらないケガの情報が掴めない
→「けがのきろく」のデータを分析し、見えてきた
課題に対して対策を実施



2023年 再々認証

取組③・相談機関の周知・子育て情報の発信

クリアファイル等の啓発物品の作成・配布

「あんあんリーフレット」の配布及び配布方法の検討
SNS等を活用した情報発信

取組①・自宅内の事故予防啓発

自宅内でけがが多く発生している場所や、乳幼児のけがについての

アンケート結果を掲示し、情報発信を行い、自宅内での安全対策
実施者数の増加を目指す。
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今後の予定

・身体機能の向上
子どもたちの身体機能を向上を目的とした体操教室を継続して実施

取組②・ＫＹＴ（危険予知トレーニング）

子どもたちの危険予知能力の向上を目的としたＫＹＴの実施



ご清聴ありがとう
ございました

大阪初！セーフコミュニティ国際認証都市まつばら
「みんなでつくる 安心・安全なまちづくり」
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